
 

 

 

 

 

 

 

   

「どんな自分を選ぼう，どんな自分を創ろう…」 
校長  三原 俊宏  

表題の言葉は，「自分は自分自身で選ぶもの，自分は自分自身で創

るもの」ということですが，この言葉に出会うまでこんなことを意識

することがなかったので興味を引きました。 

 よく，「八方美人」とか，「猫をかぶる」とか，「二重人格」とか，

いくつもの自分があることはよくないことだと思われがちです。この

ような表現に出会うと，いつ，どんなときにも一つの自分であり続け

なければならないという気持ちになってしまいます。しかし，自

分を振り返ってみると，実にいくつもの自分があることに気付き

ます。例えば，私自身，陽気で活動的で話すことが大好きなとき

もありますが，人の好意を素直に受け止めることができなくて消極的になってしまうこともあります。ま

た，できるだけ人と話したくないときもあれば，誰かと一緒にいないと寂しくてたまらないときもありま

す。これが正しい自分で，これは違う自分ということは決してありません。その時々で違うのが自分なのだ

と思います。自分の中でも好きだと思える自分と，嫌いな自分があるわけです。「選ぶ」ということは，そ

んな自分を見つけることなのでしょう。怠け者の自分，積極的な自分，意志が強い自分，怒りっぽい自分，

正義感の強い自分，世話好きな自分…，いろいろな自分を知り，発見しながら生活していくことが人生なの

だろうとつくづく感じてしまいます。 

 さて，子どもたちは，今年一年普段では出会わない様々な分野の人々と出会いました。警察官，消防士，

一輪車世界チャンピオン，弁護士，薬剤師，プロサッカー選手，プロバスケットボール選手，農家（牧原

さん），光神校区消防団，ラジオパーソナリティ，ユーチューバー，プロカメラマン，ナンチクの方々，

末吉ライオンズクラブの方々，そして目取眞さん（光神小カレープロデューサー），竹之下さん（光神小

カレーコーディネーター）。その道で活躍している人たちとの出会いで，子どもたちなりに「何か」を感

じ，自分を創るための「何か」を発見したんじゃないでしょうか。いや，必ず無意識の中でも「自分を選

び，創る何か」を身に付けたはずです。 

 一例を挙げると，1１月以降テレビやラジオの取材で，台本無しでインタビューに応じることを繰り返

し経験してきました。マイクを向けられると大人でも躊躇してしまう状況で，子どもたちは，自分の言葉

で，自分が感じたままの思いを，素直に（伝わる言葉で）話していました。国語や算数とは違い，正解の

ない中で，取材する方々が求めているであろう答えを短時間で表現できるって，本当に素晴らしい成長だ

と感じました。担任の先生方の普段の指導にも感謝です。 

「人は人の中で人となる」という言葉があります。少子化が進み，2040 年代に爆発的なスピードで

労働の機械代替が進み，AI が私たちの職業を奪っていくだろうと言われている厳しい社会状況ですが，

決して周りに頼るのではなく，自分でいろいろな試練を乗り越え，自分自身の人生を切り開き，創っていく

子どもたちに育って欲しいと願わずにはいられません。 

※本校のいじめ認知件数は「０」です。  
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曽於市立光神小学校  
 

インタビューに応える子どもたち 

表現力が身についています！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～受賞おめでとう！～ 

★吉井淳二記念大賞展 

優秀賞：２年 白坂 瑠芽さん 

特 選：３年 栄留 陽向さん 

入 選：２年 中﨑 悠人さん 

    ５年 白坂 愛瑠さん 
２月 17日（土）～３
月３日（日）に末吉総合
体育館にて展示されま
す。ぜひ，ご覧ください。 

「Instagram」で 

 

19日(月) MBC話し方教室③ 

      講師：佐々木 武海アナウンサー 

20日(火) 第２回幼小連絡会(来年度入学予定児童) 

21日(水) 新１年生体験入学・入学説明会 

      吉井淳二記念大賞展作品鑑賞②③ 

22日(木) 全校体育〔体力測定〕②③ 

29日(木) なわとび大会③ 学校保健委員会⑤ 

      夢実現ミニ講演会⑥ 全体・学級 PTA 

 

８日(金) お楽しみ集会① 生活・社会科見学 

14日(木) 特別支援学級閉級式 

15日(金) 全校体育⑤ 

22日(金) PTA主催公民館合同送別会 

25日(月) 修了式・辞任式 

 

※ ６年生の在籍がないため，本年度は，卒業

式はありません。 

 

ボランティア活動の一環として，

学校周辺の道路のゴミ拾いをしまし

た。45分の活動でしたが，たくさん

のゴミが集まりました。子どもたち

は，きれいになった道路に，清々しい

気持ちになったようでした。 

 

今回の「夢実現ミニ講演会」は，い

まきいれ総合病院の大瀬新医師に講

師を務めていただきました。大瀬先生

は，校長先生の教え子です。小学校

時代のサッカーのことも踏まえ，「夢」

に向かって努力する大切さを教えてく

ださいました。大学入試のために１日

のほぼ全てを勉強に費やしていた話

をきくと，子どもたちだけでなく，保護

者からも感嘆の声が聞こえてきまし

た。夢は何であれ，「なりたい」と思う

努力の上に，夢実現が見えてくるのだ

と改めて感じた子どもたちでした。 

医療機器なども触らせてもらい，よ

い体験ができました。 

１月 24日（水）は，この冬一番の冷え

込みとなり，子どもたちにとっては，うれし

い雪のプレゼントが届きました。 

いつもより早い時間に登校した子ども

たちは，早速校庭に元気よく掛けだし，そ

りすべりや雪だるまづくりなど存分に楽

しみました。 

元日に起きた能登半島地震の復興

に少しでも役立てていただこうと児

童会を中心に募金活動を行いまし

た。カレーの販売でいただいた応援

金からの１万円を含め，18,411円が

集まりました。南日本新聞社から日

本赤十字社を通じて被災者に届けま

す。ご賛同ありがとうございました。 

 

２月９日の「肉の日」にちなんで学

校給食へ(株)ナンチクから「ゆずポー

ク」約 337 ㎏の提供がありました。

子どもたちは，おいしそうにスタミナ

丼と豚汁をほおばっていました。 

 レトルトカレ

ー事業にもご協

力いただいた

「ナンチク」さ

ん。ありがとう

ございます。 

 

うれしい雪の日 

 

 

 光神小にも届きまし
た。キャッチボールをし
て楽しんでいます。 

 レトルトカレー事

業へのご協力，ありが

とうございました。

「ピリ辛」1,000食分

は完売しました。ノー

マルもあと 100 食ほ

どで完売です。 

カレーづくりの詳細

は，Instagramで公開⇒ 


